
2011 5

桜と水仙（笹倉町いこいの村にて中川市長撮影） 表紙の写真（市内の美しい花や風景など）を募集しています。
詳しくは経営戦略室までお問い合わせください。
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東日本大震災による被災者支援について

　3 月 11 日に発生した東日本大震災により被災された方を支援するため、加西市は 3 月 14 日に市長を本部長とする
対策本部を設置し、被災地の混乱を避けるため、兵庫県や県下他市町と連携しながら活動を行っています。被災地への
人的物的支援とともに、被災者を加西市で受け入れる体制を既に整えております。震災当日に出発した消防隊員をはじ
め 4 月 20 日現在、加西市から延べ 38 名が被災地での支援活動に従事しています。日頃からの訓練と装備を充実させ、
万一災害が起きても人命を守り被害を最小にする災害に強いまちづくりの重要性を改めて痛感しました。　　　（市長）

【問合先】　安全防災課☎㊷8751　℻㊸1800　bosai@city.kasai.lg.jp　※支援状況は市ホームページをご覧ください　

■都市計画課係長　井上英文
　初日は介護保険や国民健康保険に関するデータの入力業務、2 日目からは社会
福祉事務所で、現地の保育所再開に向け、被災した保育所が使用可能かを判断す
るため、保育所・児童福祉施設等（計 26 箇所）の応急危険度判定を行いました。
　被災現場の状況は、写真や映像で見ていたものとはまったく違うものでした。
津波で作られた広大な更地、その反対側に積みあがった膨大な瓦礫の山、津波の
到達点によって分けられた明暗など、目の前に広がる光景はまさに直接現地に足
を踏み入れてみなければ、到底理解できないもので、津波の恐ろしさというもの
を感じさせられました。今後、被災した市町の復旧・復興には多大な年月が必要
で、長期的・継続的な支援が不可欠であると感じています。

■ふるさと営業課　吉川雅人
　私の主な支援活動は、多くの方々のご遺体が安置されている屋内施設で、その
リストとの照合作業やご遺族への引渡し、受付等の業務を担当しました。遺体安
置所となっている屋内施設には、市内をはじめ、市外・県外から親族や友人等を
探すため多くの方々がひっきりなしに訪問されます。被災地での業務を通じて、
被害の甚大さを改めて痛感しました。
　短期間での業務支援でしたが、気仙沼市をはじめ、多くの被災地では、保健・
福祉・医療・教育などの援助、ボランティア活動、救援物資など、まだまだ不足
しており、復旧・復興にはかなりの時間を要します。今後は、一時的な支援で終
わること無く、出来る事から長期的に東日本を支援していければと思います。

市民参画社会の推進に向けた市の取り組み
　加西市は、市民主体のまちづくりを進めるため、総務部自治参画課が中心と
なって様々な取り組みを行っています。

【問合先】　自治参画課☎㊷8706　℻㊸1800　sankaku@city.kasai.lg.jp

■現代版井戸端会議
　地域社会のまちづくりに女性の視点を取り入れ、自治会の運営を活性化させ
ようと、各小学校区に現代版井戸端会議の設置を働きかけました。平成 22 年
度は 5 校区で立ち上がり、その運営に必要な助成金を交付。残念ながら 23 年
度予算は次頁掲載の通り、市議会で否決されましたが、4 月 5 日には 5 校区の
代表とメンバーが集まり市長らと今後の活動について意見交換を行いました。

■加西市まちづくり研究会の提言
　地域の自律的なまちづくりの前進と地域再生の課題をテーマにした、加西市
まちづくり研究会（コーディネーター・松本誠氏）の提言報告書が 4 月 5 日、
市長に手渡されました。研究会は、市が「新しい地域政策」を構築するために
開催した「カラワリ職員研修」や「まちづくりフォーラム」を通してスタート、
22 年 10 月に第 1 回研究会を開催して以降、ほぼ毎月 1 回のペースで 23 年 3 
月までに 6 回の研究会を重ねて、本提言書を取りまとめました。

（提言書は市ホームページに掲載しています）

■地域交流センター登録団体総会
　地域交流センターの登録団体総会が 4 月 17 日に開催され、約 70 団体の代
表者ら 100 名が、まちづくり活動の事例発表などで団体交流を図りました。
地域で活動される宇仁郷まちづくり協議会内現代版井戸端会議女性グループ代
表の稲木秀子さん、コミュニティひろばぶらり代表大豊洋子さん、加西市社会
福祉協議会の大藤由美課長らが発表され、地域におけるまちづくり活動の現状
について参加者も熱心に聞き入っていました。

■被災者の受入体制の整備など
・被災児童のホストファミリーを募集（32 件の登録）
・被災者用のホストハウス（空き家・離れ）を募集（2 件の登録）
・被災者に市営住宅（計 10 戸）を提供可能
・市営住宅入居者への生活用品提供の受付（テレビや布団など）
・市と交流のある岩手県一関市と茨城県高萩市に生活支援物資の提供
・北条鉄道が被災した鉄道職員の募集
・教育委員会ではいつでも被災した生徒の受け入れ（疎開）が可能な状態
■義援金
　市民の皆様や企業等から寄せられた義援金は 1,101 万 243 円（4 月 20 日現在）で、県の義援金募集委員会を通じて被
災地支援に送られます。
■消防隊員の派遣
　震災当日に 1 次派遣隊員 5 名が被災地に向け加西市を出発。これまで 9 次派遣し延べ 30 名が宮城県亘理郡山元町で
行方不明者の捜索活動などを行いました。
■一般職員の派遣
　職員が関西広域連合・宮城チームの一員として、4 月 3 日から宮城県気仙沼市で遺体安置所受付業務、家屋被害認定
調査業務、介護保険や国民健康保険に関するデータの入力業務を行っています。これまで 6 名を派遣しています。また、
北播地域応援給水支援として、4 月 20 日から職員 2 名が岩手県盛岡市を拠点に被災地へ給水支援を行っています。

　宮城県気仙沼市で 4 月 3 日から 7 日間、行政業務支援を行った次の 2 名の体験談を紹介します。
■現地での体験談

公民連携の市役所改修工事で国内クレジット認証へ

　加西市は、老朽化した市庁舎（平成元年完成）の空調設備の改修工事等を、公民連携によるリース方式で行います。
　灯油を利用した市庁舎の冷暖房空調設備を、電気利用による最新の設備（空冷ヒートポンプチラー）に更新すること
によって削減できる CO2 排出量は、国内クレジット制度による認証を受けることを予定しています。平成 23 年 3 月 31
日に関電 L&A とリース契約を締結しました。
　また、最上階の天井裏に断熱材を新たに設置、庁舎北側の窓面に断熱シートを貼付することで夏季、冬季の省エネ化
を推進します。

【問合先】　環境創造課☎㊷6620　℻㊷6269　kankyo@city.kasai.lg.jp

提言書を提出する加西市まちづくり研究会

意見交換する 5 校区の現代版井戸端会議の代
表とメンバー

市対策本部内の仮設ボードに張り出さ
れた被災者の安否を気遣う沢山の張り
紙（本人撮影）

岸壁から 100m ほど流され、街路を塞
ぐフェリー。周辺は瓦礫の山。凄まじ
い津波の破壊力（本人撮影）

気仙沼市に出向き菅原市長を見舞い、追
加支援を打診する中川市長（4/8）

3 月 26 日「宇仁ふれあい館」の命名式が行
われた後、現代版井戸端会議のグループによ
る「宇仁ふれあい喫茶」がオープン

■国内クレジットによる CO2 排出削減量の認証
　今回の設備改修により、CO2 排出量は従来の約 7 割にあたる約 100ton-CO2/ 年の削減を見込んでいます。この排出削
減量は、経済産業省の国内クレジット制度による認証を受けることを予定。（兵庫県内の自治体では未だ認証例がないた
め、認められた場合は、県内初の事例となる見込みです）

■公民連携活用による一般財源負担の軽減
・国の平成 22 年度省エネ支援事業の採択を受け、総事業費約 7,100 万円に対して約 2,400 万円（1/3）の補助金を獲得。
・改修工事により、光熱水費等を年間約 290 万円削減できる予定。



■わが家の耐震改修促進事業
　耐震改修計画、耐震改修工事の実施

に、計画作成に 20 万円、耐震改修工事

に 80 万円を限度に、県が補助します。

対象／昭和 56 年 5 月 31 日以前に着工

された住宅

54

3月議会を振り返って

　市議会 3 月定例会では、修正された 2 議案を含め、市長提案の条
例案など計 34 件を全て可決いただきました。
　女性の社会参加を促進するため、女性らが意見交換する現代版井戸
端会議を助成（11 ヵ所、各 13 万円）する男女共同参画推進助成金（計
143 万円）は、「目的が理解しがたく、効果も定かでない」などを理
由に予算案から削除されました。また、施設稼働率を高める観点から
貸館業務も可とした市立総合教育センター条例案は、本来の教育研修
業務に限定すべきとして貸館業務に係る条文が削除されました。
　さて、私は、これまで計 32 回の市議会を開催、延べ 634 件の議案
を提案し、その 92.3％に当たる 585 件を可決承認いただき、14 件（2.2
％）については修正可決いただきました。残り 35 件（5.5％）の議
案は残念ながら否決されましたが、これは開発調整条例案や住民投
票条例案などを再三上程したもので、実質 8 議案ほどが繰り返し否
決された格好です。
　これは、当該条例案に対する市長と議会の考え方が基本的に異な
るための意見対立と認識しています。近々の選挙で選ばれる新しい
議員と市長のもとで、加西市の未来を切り拓く建設的な議論がなさ
れることを期待しています。　　　　　　　　　　　　　　（市長）

議案
議員名

男女共同参画推進
助成金（修正案）

市立総合教育セン
ター条例（修正案）

井上智章 × ○
別府　直 × ○
丸岡弘満 × ○
小谷安富 出席停止 出席停止
繁田　基 ○ ○
土本昌幸 ○ ○
森元清蔵 議長 議長
黒田秀一 ○ ○
吉田　稔 ○ ○
高橋佐代子 ○ ○
森田博美 ○ ○
井上芳弘 × ○
西川正一 × ×
山下光昭 × ○
三宅利弘 × ○
桜井光男 ○ ○
高見　忍 ○ ○
後藤千明 ○ ×

採決結果 可決
( 賛成 9、反対 7）

可決
( 賛成 14、反対 2）

議席順で敬称略。○は賛成、×は反対を表しています。

■賛否が分かれた主な議案の採決結果（3/28）

市内木造校舎の耐震診断結果の公表について

【問合先】　教育総務課☎㊷8770　℻㊸1803　kyoiku@city.kasai.lg.jp

■耐震診断結果資料

施設名 現況　Iw 値
補強後　Iw 値

※注（目標値 1.25）
宇仁小学校東棟 0.23 1.28
宇仁小学校西棟 0.22 1.26
富田小学校東棟 0.28 1.26
富田小学校西棟 0.28 1.27
西在田小学校 0.32 1.37

■耐震診断結果の概要
　宇仁小学校の東棟は Iw 値 0.23、西棟は 0.22。富田小
学校は 0.28。西在田小学校は 0.32 で、全ての学校にお

※宇仁小と富田小は防火壁により棟が分かれます。

　加西市は、平成 22 年度に市内の木造校舎 3 校（富田・
宇仁・西在田小学校）の耐震診断を行い、23 年 3 月 24
日に診断結果の数値が確定しました。診断結果は下表の
通りです。

　加西市で想定される地震や建物被害の可能性を示した
地震防災マップを作成し、広報かさい 5 月号とともに各
家庭に配付しています。
　平成 7 年の兵庫県南部地震で犠牲となった人の約 8 割
が、建築物の倒壊等による圧迫死であり、その内の約 9
割が、現行の新耐震基準 ( 昭和 56 年６月 ) より古い木造
住宅であったと報告されています。地震の揺れの強さや、
地盤の固さは変えることはできませんが、その上の建物
を耐震化し、地震による被害を軽減することは可能です。
　地震防災マップを参考に、住宅の耐震診断や耐震改修
を行い、地震に備えた住まいの耐震化に努めましょう。

地震に備えた住まいの耐震化。地震防災マップを配付

【問合先】　都市計画課☎㊷8753　℻㊷1998　toshi@city.kasai.lg.jp

■簡易耐震診断事業
　市が「簡易耐震診断員」を派遣し耐震性を調査します。

対象／昭和 56 年 5 月 31 日以前に着工された木造住宅

個人負担額／ 3,000 円 ( 木造住宅の場合 )

地震防災マップ

いて倒壊する可能性が高いという結果が出ました。
　Iw 値 0.7 未満は倒壊する可能性が高く、0.7 以上 1.0
未満は倒壊する可能性があり、1.0 以上 1.5 未満は一応倒
壊しないことを示します。
　宇仁小学校は Iw 値が 0.7 を大きく下回り、校舎敷地の
西と東部分は盛土で地盤耐力が低く、校舎の一部が沈下
しており、極端に多くの補強部材が必要で補強工事が相
当高額となるため、改築（いわゆる建替）による耐震化
を行います。
　なお、当面の対策として、鉄筋の筋かい等により、
万一地震の際にも校舎が完全に倒壊・損壊せずに生存空
間が確保されるだけの仮補強を検討しています。
　富田、西在田小学校については、耐震補強を進めます
が、今後耐震補強の工法・費用等についても検討します。
補強部分が非常に多く費用も高額となり、改築するほう
がより安全、経済的かつ合理的であると判断される場合
は、改築による耐震化も検討する考えです。

※ Iw 値とは木造の構造耐震指標で、建物が地震に対して、強
度で抵抗する数値。数値が大きいほど耐震性が優れています。

【問合先】　こども未来課☎㊷8726　℻㊸1801　kodomo@city.kasai.lg.jp

子育て支援を充実。休日保育などを実施（4月から）
　加西市は、働くお母さんらの子育て支援の一環として、休日保育と病後児・体調不良児保育を実施しています。現在、
市内のどの保育園に入所されていても利用できます。

■休日保育の実施（多聞保育園・尾崎町 285）
　日曜日・祝日に家庭で保育が受けられない児童が対象です。仕事などで保育ができないときにご利用ください。

■病後児・体調不良児保育の実施（富田保育所・窪田町 3）
　病気の回復期で症状が治まり他の児童への感染力が無くなった児童や、体調不良の児童が対象です。対象
児童の保育は専用室で行います。

　市長就任以来、私は市民負担の軽減と市民サービスの向上のために改革を進めてきました。市民の皆様や議員各位の
ご理解をいただき、お陰様で来月の任期満了時点では市税収入の約 2 年半分を上回る 155 億円もの財政効果（市民 1 人
当たり 32 万円）を上げることができる見込みです。これまでは、新規事業を実施するにも先ず過去の膨大な債務を減らし、
国の定めた基準である実質公債費比率を 18％以下とすることが不可欠でした。職員一丸となって取り組んだ結果、財政
健全化も進み、来年度から起債制限が解かれる見込みで、漸く大型公共投資ができる財政状況になりました。
　市全体では毎年 30 億円程度の公共事業をしても、10 年後の債務残高を市長就任時（656 億円）の半分にできる道筋
がつきましたので、長年後回しにされてきた学校建て替えや子育て環境の整備などをハード・ソフト両面で充実させて
いきます。また、市民生活に身近な道路修繕、防犯灯設置、学校修繕については、これまでの立ち遅れを取り戻すべく、
22 年度後半より積極的に対応しています。23 年度の当初予算でも道路関係予算は例年の 1.5 倍の水準に増額しています。
　2 次にわたる改革マニフェストは大半を達成、加西東・南各産業団地はほぼ満杯、三洋電機最新鋭工場の竣工、イオ
ンやコーナンの開業、そして市立加西病院の医師数の増加と経営健全化へ大きく歩み始めたことなど、相当の成果を上
げたと自負しています。しかし、これで満足し立ち止まることなく、このチャンスと勢いをさらなる加西市の発展に繋
げます。これからが正念場です。
　大きな市役所が最早不可能であることは誰の目にも明らかです。人口減少に対しては、市行政のあり方や市民との役
割分担を見直し、市民参画と官民連携の手法によって小さな市役所を進めつつ、人口増対策に取り組みます。そのために、
ハイレベルな教育の実現、医療福祉の充実、公共交通・幹線網等の社会インフラの充実など、「住みよいまちづくり」を
総合的に進めていきます。
　限られた財源の中で事務事業の優先順位を付けながら市民サービスを向上させ、市民満足度を高める一方、税収増と
効率的な市役所経営に努めます。市民の皆様からの税金で運営されている市役所は、日々経営努力を重ね、市民のため
の改革は続行しなければなりません。
　加西を「住みよいまち」「魅力的なまち」に変えて、できるだけ多くの方々に加西市内に住んでいただき、充実した市
民生活を送っていただくには、首長の力量が求められます。高い志と使命感、公平公正で的確な判断力、広い視野と構想力、
リーダーシップと実行力などに留まらず、確実に成果を出し、実績を残すことが求められます。
　市役所業務以外にも数々の公務をこなしながら、これまで 5 年 10 ヶ月間、市長の激務をこなしてきました。今後も市
民の皆さんと手を携えてふるさと加西を元気にしていきたいと考えています。　　　　　　　　　　　　　　　　（市長）

これからの加西市　漸く大型投資ができる財政状態に
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市県民税「口座振替前納希望はがき」の廃止について

　市県民税を口座振替で納めていただいている方へ、年間の納付方法をお問い合わせするための「口座振替前納希望はがき」
の送付を、平成 22 年度から廃止しています。22 年度に口座振替で「前納」された方と、22 年度中に「前納」を希望して
口座振替依頼書を提出された方は「前納」振替となり、それ以外の口座振替の方は年 4 回の期別ごとの振替となります。
　なお、23 年度分につき、口座振替方法で「前納」と「期別」の変更を希望される方は、下記問合先へ 5 月 31 日（火）
までにご連絡ください。

5月22日（日）は加西市長・加西市議会議員選挙の投票日です

【問合先】　税務課税制担当☎㊷8712　℻㊷5700　zeimu@city.kasai.lg.jp

農耕作業用の小型特殊自動車については登録が必要です

　軽自動車税は、軽自動車及び小型特殊自動車等にかかる税金です。農耕作業用自動車については、その大きさに関係
なく最高速度が時速 35㎞未満のものは、全て小型特殊自動車に区分されます。

【問合先】　税務課税制担当☎㊷8712　℻㊷5700　zeimu@city.kasai.lg.jp

■登録場所
　市役所 2 階の税務課で登録手続きを行っています。登
録後に、標識 ( ナンバープレート ) を交付します。

■登録に必要なもの
・販売証明書（農機具販売事業者が発行）
・印鑑（認印可）

■登録の対象となる農耕作業車
・農耕トラクタ
・刈取脱穀作業車（コンバイン）
・田植機
・農業用薬剤散布車（マニアスプレッダ等）
・国土交通大臣の指定する農耕作業用自動車
※いずれの農耕作業車も乗用装置があるものが対象です。

■納期内完納にご協力をお願いします
　平成 23 年度軽自動車税の納期限は 5 月 31 日（火）です。　　　　　　　　　問合先：税務課税制担当☎㊷ 8712

【問合先】　加西市選挙管理委員会（市役所4階北側）　☎㊷8781　※詳細は市ホームページをご覧下さい

乳がん検診・子宮がん検診を受けましょう

　乳がん・子宮がんは現在、若い世代の女性を中心に増加していますが、検診を定期的に受け、早期に発見することで
治る可能性が高いがんです。市が実施する下記のがん検診を利用し、自分の健康を確認する機会にしましょう。

【問合先】　国保健康課健康担当☎㊷8723　℻㊷7521　kenko@city.kasai.lg.jp

子宮頸がん予防ワクチン接種事業のお知らせ
　広報かさい 4 月号でお知らせしました、子宮頸がん予防ワクチン
接種事業について、平成 23 年 3 月末までに 1 回目の接種ができなか
った高校 2 年生の接種希望の方は、平成 23 年 9 月末日までに接種を
開始した場合のみ、ワクチン接種事業の対象となります。
　現在ワクチンの供給不足で、接種困難な状態となっておりますが、
平成 23 年 7 月頃供給される予定ですので、接種希望の方は、この時
期を目途に指定医療機関と連絡相談しながら接種してください。
　なお、これまでに 1 回以上の接種をされている方が優先になりま
すので、引き続き接種間隔を守って接種をしてください。

【問合先】　国保健康課健康担当☎㊷8723　℻㊷7521　kenko@city.kasai.lg.jp

■講演会「子宮頸がんは予防できます」

■乳がん検診／昭和 47 年 4 月 1 日以前生まれの女性市民が対象（2 年に 1 回の受診で、昨年度未受診の方）

■個別検診
日　　程／ 4 月～平成 24 年 2 月の間の月・水・木曜日

定員各 5 名
実施場所／市立加西病院
料　　金／ 3,700 円
申 込 先／要予約。市立加西病院地域医療室☎㊷ 2200
※診療体制により実施曜日が変更する場合があります。詳細

は加西病院へお問い合わせください。

■集団検診
日　　程／ 6 月 6 日（月）、6 月 20 日（月）

7 月 4 日（月）、7 月 11 日（月）
8 月 1 日（月）、8 月 15 日（月）定員各 30 名

※ 9 月以降の実施日は 4 月に配付した検診特集号をご覧ください。

実施場所／健康増進センター
料　　金／ 40 歳代 3,000 円、50 歳以上 2,800 円
申 込 先／国保健康課☎㊷ 8723 ※受付は 5 月 9 日（月）から

■子宮がん検診／平成 4 年 4 月 1 日以前生まれの女性市民が対象

■個別検診
日　　程／平成 23 年 4 月～平成 24 年 2 月の間
実施場所／・市立加西病院（地域医療室☎㊷ 2200）

※月・火曜日、定員各 3 名

・三宅医院（☎㊾ 0067）
・小野レディースクリニック（☎ 0794-62-1103）
・わかば・産婦人科（☎ 0794-62-6111）

料　　金／ 2,000 円
申 込 先／希望の医院へ電話予約

■集団検診（町ぐるみ健診で実施）
　申込方法、日程等詳細については、広報かさい 4 月号
と同時配布の「町ぐるみ健診申込書」をご覧ください。

■女性特有のがん検診推進事業のお知らせ
　右記の対象者に「女性特有のがん検診に関する
手帳」と「乳がん検診、又は子宮頸がん検診無料
クーポン」を配付します。
　5 月下旬から 6 月初旬頃送付予定。4 月以降、
対象者でクーポン配付前に市で実施する女性のが
ん検診を受けた方は、償還払い（返金）の対象と
なりますので、下記までお問い合せください。

子宮頸がん検診
対象者

平成 2 年 4 月 2 日～平成 3 年 4 月 1 日生まれ
昭和 60 年 4 月 2 日～昭和 61 年 4 月 1 日生まれ
昭和 55 年 4 月 2 日～昭和 56 年 4 月 1 日生まれ
昭和 50 年 4 月 2 日～昭和 51 年 4 月 1 日生まれ
昭和 45 年 4 月 2 日～昭和 46 年 4 月 1 日生まれ

乳がん検診
対象者

昭和 45 年 4 月 2 日～昭和 46 年 4 月 1 日生まれ
昭和 40 年 4 月 2 日～昭和 41 年 4 月 1 日生まれ
昭和 35 年 4 月 2 日～昭和 36 年 4 月 1 日生まれ
昭和 30 年 4 月 2 日～昭和 31 年 4 月 1 日生まれ
昭和 25 年 4 月 2 日～昭和 26 年 4 月 1 日生まれ

予防ワクチン接種と子宮頸がん検診の重要
性について（参加無料）
日時／ 6 月 4 日（土）13:30 ～
場所／健康福祉会館大ホール
講師／西村隆一郎先生（兵庫県立がんセン
ター院長）※子宮頸がんの名医で、講演会
など数多くご活躍されておられます。
申込／下記までお申し込みください

　任期（平成 23 年 4 月 21 日）満了による加西市議会議員選挙と、任期（平成 23 年 6 月 16 日）満了による加西市長選
挙は、次の日程のとおり同日に行われます。棄権することなく必ず投票しましょう。

■投票日時／ 5 月 22 日（日）7:00 から 20:00（告示日・5 月 15 日（日））
■投票できる方

・平成 3 年 5 月 23 日以前に生まれた方
・平成 23 年 2 月 14 日までに加西市に住民登録（転入届）を行い、引き続き 3 か月以上住民基本台帳に登録されている方

■期日前投票を利用される方へ
　投票所整理券の裏面に期日前投票宣誓書を印刷しています。期日前投票をされる方は、宣誓書に記入して期日前投票
所にご持参ください。※ 5 月 22 日の投票日に投票される方は宣誓書の記入は不要です。

■投票所（5 月 22 日）の変更
・第 12 投票区は、東横田町公会堂（西横田町、東横田町、鎮岩町）
・第 14 投票区は、大柳町公会堂（中山町、大柳町）

期日前投票所 期間と投票時間
市役所 1 階多目的ホール 5 月 16 日（月）から 21 日（土） 8:30 ～ 20:00
イオンショッピングセンター 2 階会議室 5 月 18 日（水）から 21 日（土）10:00 ～ 20:00

明るい選挙キャラクター
選挙のめいすいくん
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加西病院のコーナー　                             加西病院ホームページ http://www.hospital.kasai.hyogo.jp

『東日本大震災』 災地の医療が継続されるよう支援が必要なことを痛感
します。
■医療体制への影響
　今回の災禍は日本全体の医療体制、ひいては地域医
療に深い傷を負わせると思われます。すでに日本の医
療もまた、持てる力と要求される医療提供の質や量と
の乖離によって災害状態に置かれていました。危機に
瀕した地域医療体制の立て直しには資金投入が必要で
あり、特に疲弊の激しい病院医療への梃入れが始まっ
た瞬間の出来事であったと言えます。
　財源が限られるなかで、震災により生活と働く場を
失った住民への補助、生産力の低下、原子力発電の問
題などへの予算投入との間で軋みが生じます。しかし
この災害を日本全体が耐え、協力して立て直してゆく
しか方法は無いと思います。私達病院職員の任務は医
療現場にあります。日々の医療と明日への人材の育成
が使命であり、震災が強いる負の圧力を現場の力で克
服し、地域の力を日本全体の力に帰還させなければな
らないと思います。

　（ 病院事業管理者・院長　山邊裕 ）

■犠牲者への祈り
　平成 23 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災は、災
害の巨大さが私達を圧倒します。本稿の締め切りの 4
月 4 日に於いて、日本全体への影響はおろか被災地の
被害の大きさの全貌すら理解できない程です。失われ
た多くの命に哀悼の意を捧げますと共に、今も苦しみ
の中にいる被災者の皆さまの一日も早い生活の安定と
地域の復興をお祈りいたします。
■被災者への支援
　このような国を傾けるほどの大災害に対しては、全
国民が結束して被災者への支援を行うと共に、自らの
本来業務の遂行によって社会を支えなければならない
と感じます。加西病院では職員からの義援金を供出す
ると共に日本病院協会、県医師会、医学学会を通じた
支援を申し出ています。
　私自身がそうなっているのですが、余りに悲惨な災害
の状況や刻一刻と危機を募らせてゆく原子力発電所の
報道を見ていますと、気持ちが落ち込み生活への意欲
が失われてゆきます。いわゆるPTSD（心的外傷後症候群）
に近い心の動きと思われます。しかしこれではなりま
せん。私達が任務とする職業的使命を全うしなければ、
被災地の復興に資することすらできません。
■被災地の医療
　被災地では医療施設が損壊し津波に流されることに
より、文字通り医療体制が崩壊しています。残存した
病院に患者が押し寄せ、医療者は不眠不休の活動を強
いられています。医療者は病状の悪い患者が目の前に
いるとつい頑張ってしまうところがあります。しかし
それが続けば燃え尽き症候群に陥り脱落します。
　被災地の医療の欠乏の報道をみていますと、医療が
人心の安定にどれほど必須のものか感じられます。被
災した医療施設を復旧させ、医療者の疲弊を防ぎ、被

【写真】新任看護師と臨床研修医
の注射実習
病院勤務の看護師や医師が不足
する中、加西病院には今年 14 名
の看護師と 7 名の臨床研修医が
赴任しました。明日を担う人材
として、しっかりと育成してい
かなければならないと感じます。
市民の皆さまも新人医療者に暖
かい声援をお願いいたします。

4月からヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン接種事業を再開

　ヒブワクチン及び小児用肺炎球菌ワクチンを含むワクチンの同時接種後の死亡例が複数報告されたことを受け、接種
を一時的に見合わせていましたが、平成 23 年 3 月 24 日に厚生労働省の専門家会議において、安全性上の懸念はないと
の評価が出されたことを受け、4 月 1 日から接種を再開することとなりました。
　細菌性髄膜炎は乳幼児に多く、重症化しやすく重い後遺症を残すケースが少なくない病気です。この予防接種は主に
細菌性髄膜炎を予防しますが、法的な接種義務はなく、保護者の希望により接種していただくものです。ご希望の方は
接種前に必ず説明書を読み、接種医師から接種の効果、接種方法、副反応等について十分な説明を受け納得した上で接
種してください。また、お子様の体調の悪い時は接種を控えてください。

ポリオ予防接種を受けましょう

　ポリオ（急性灰白髄炎）はポリオウイルスによる感染症で、感染すると手足の運動麻痺による後遺症を残すことがあ
る病気です。下記対象者は、ポリオ予防接種を受け予防に努めましょう。

対象年齢 生後 3 か月～ 90 か月未満
接種回数 41 日以上の間隔をあけて 2 回接種

接種日

5 月 16 日（月）　九会・在田・西在田・多加野地区
5 月 19 日（木）　富田・賀茂・下里・富合地区
5 月 30 日（月）　北条地区
6 月 2 日（木）　全地区
受付時間 13:00 ～ 13:45

接種場所 健康増進センター
接種料金 無料
必要物品 母子健康手帳・予診票（ペンで記入）・体温計

※接種者が 1 日に集中しないよう地区を分けて

　いますが、子どもの体調に合わせて都合のよ

　い日にお越しください。

※予防接種を受ける前に、必ず冊子「予防接種

　と子どもの健康」を読んで下さい。

【問合先】　国保健康課健康担当☎㊷8723　℻㊷7521　kenko@city.kasai.lg.jp

【問合先】　国保健康課健康担当☎㊷8723　℻㊷7521　kenko@city.kasai.lg.jp

接種料金／無料
接種期間／平成 23 年 4 月～平成 24 年 3 月末まで
必要物品／母子手帳・体温計・健康保険証（本人確認のため）
接種方法／広報かさい 4 月号と一緒に配布している「親と子の健康づくりカレンダー」をご確認の上、接種希望医療機
　　　　　関へ予約してください。

■ヒブワクチン接種
接種開始年齢 初回 追加

生後 2 か月以上～ 7 か月未満 4 ～ 8 週間間隔で 3 回接種 初回終了から約 1 年後 1 回接種
生後 7 か月以上～ 12 か月未満 4 ～ 8 週間間隔で 2 回接種 初回終了から約 1 年後 1 回接種
1 歳以上～ 5 歳未満 １回接種

■小児用肺炎球菌ワクチン接種
接種開始年齢 初回 追加

生後 2 か月以上～ 7 か月未満 27 日以上間隔で 3 回接種 初回終了から 60 日以上あけ 1 回接種
生後 7 か月以上～ 12 か月未満 27 日以上間隔で 2 回接種 初回終了から 60 日以上あけ 1 歳以降に 1 回接種
1 歳以上～ 2 歳未満 60 日以上間隔で 2 回接種
２歳以上～５歳未満 １回接種

■新型インフルエンザ（A/H1N1）は 4月1日から、通常の季節性インフルエンザに変わりました

　厚生労働省は今シーズンの流行状況を注視してきた結果、「新型インフルエンザ等感染症」と認められなくなった
と公表しました。今後は通常のインフルエンザ対策に移行され、新型インフルエンザ（A/H1N1）ワクチン接種事業
も平成 23 年 3 月 31 日をもって終了しました。　　　　　　　　　　　　　問合先／国保健康課健康担当☎㊷ 8723

こころの専門相談のお知らせ
　不眠・イライラ・不安・ひきこもり・高齢者の悩みなどの「こころのケア」相談、「アルコール問題」相談を下記のと
おり実施します。家族や関係者の方も相談できます。

【申込先】　加東健康福祉事務所地域保健課（〒673-1431加東市社字西柿1075-2）　☎0795-42-5111

相談内容 日程（すべて 13:30 から） 場所 相談員
アルコール問題相談 6 月 7 日（火）

加東健康福祉事務所
精神保健福祉士 ( アルコール専門病院 )

こころのケア相談
7 月 11 日（月）

精神科医師、保健師
7 月 21 日（木） 加西市健康福祉会館

■第 8 回市立加西病院ホスピタルフェア開催
日時／ 6 月 25 日（土）9:00 ～ 12:00
今年のテーマは「来て！見て！感じて！加西病院」です。
健康チェック、相談、制服着用体験、職場紹介など楽し
いコーナーが盛り沢山。
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タウントピックス

　ペットボトルを加工して作った楽器を演奏する異色の音楽
家、糸井健さんを迎えて 4 月 17 日、北条町駅の構内でコンサー
トが開催されました。
　身近なところから環境問題を考えようと MORE 地球家族（村
上尚美代表）が企画。糸井さんは、須磨海岸に漂着したペッ
トボトルで作ったウクレレや三線で、ハワイアンや沖縄音楽
を演奏。本物に負けない美しい豊かな音色を奏でました。

ペットボトルの楽器でエコ・コンサート

　青年海外協力隊員として平成 21 年から 2 年間、ブータン王国ティンプー市
に派遣され、現地の子供たちにスポーツ指導や日本語教育などを行った青田晋
平さん（北条町古坂）が 3 月 29 日、加西市を表敬訪問。
　教師でもある青田さんは「これからの子供たちを育てるのに、この海外での
経験を活かしたい」と力強く語られました。

青年海外協力隊の青田さん来庁

　北播磨を代表する春のお祭り「北条節句祭り」が 4 月 2・3 日、
北条町の住吉神社で盛大に執り行われ、大勢の人で賑わいま
した。
　今年も絢爛豪華な化粧屋台 13 台が宮入り。市村地区は屋台
に「がんばろう！日本」と書いた垂れ幕を掲げ、東日本大震
災の被災地復興の願いも込めて境内を練り歩きました。
　また、義援金の募金活動も行われ、寄せられた 5 万 3,914 円
は市を通して被災地に送られます。

被災地へ応援メッセージ。北条節句祭り

　兵庫県が実施する子育て応援元気アップ賞表彰式で 3 月 25 日、宇仁郷
まちづくり協議会宇仁校区子育て支援センター（黒﨑忠彦代表）が受賞。
子育て中の保護者が仕事に専念したり、余暇を過ごしたりできるよう、地
域における預かり保育の実施が評価されました。
　子育て応援元気アップ賞は、子育て家庭への支援等で先進的な取り組み
を行っている団体、個人等に贈られます。

地域貢献を称え、子育て応援元気アップ賞を受賞

▲県公館（神戸市）で井戸知事から表彰状を授与

　山下町にある 16 世紀ごろに築かれた山城「山下城」の跡地に、
地域住民の憩いの場が整備され、4 月 16 日に現地で完成式典
が開かれました。
　戦国時代の武将浦上久松の居城とされる山下城は標高約 100
ｍの山頂にあります。この旧跡を後世に残そうと、地域住民
が昨年 11 月からボランティアで木々を伐採し、県の補助金も
活用して本丸跡には東屋を設置。見晴らしの良くなった城跡
は今後、地域のふれあいの場として活用されます。

山下城跡に住民憩いの場完成

▲生い茂っていた木々を伐採し見晴らしが良くなった山下城跡

▲ペットボトルの三線を演奏する糸井さん（右）。MORE 地球家
族のメンバーが演奏するカホン（ペルーの楽器）等とコラボレー
ション

◀ブータンでの活動を報告する青田さん

▲ 3 台の屋台が同時に差し上がった宮入。観衆の熱気と興奮
に包まれました

　旧国鉄北条線（現北条鉄道）の列車転覆事故（乗客 11 人
死亡、62 人が重軽傷）のあった現場で 3 月 31 日、遺族や当
時の乗客ら 9 人が集い、故人を追悼しました。
　事故は昭和 20 年 3 月 31 日、網引駅付近で発生、旧姫路
海軍鶉野飛行場（鶉野町）から飛び立った戦闘機が不時着し、
線路が変形。直後に通過した列車が転覆する大事故でした。
当時は軍の機密として詳しく報じられませんでした。
　北条鉄道は、事故現場を通過の際、弔笛を鳴らし、犠牲者
の冥福を祈りました。

列車転覆事故から 66年

▲事故発生時刻に近い午後 5 時ごろ、現場で手を合わせる遺族ら

　加西球場（玉野町）の新しい名称が、4 月 1 日からアラジ
ンスタジアムになりました。
　スポーツの振興と子どもたちの健全育成に寄与したいと、
家電製品を製造する㈱千石と同社製品を販売する日本エー
アイシー㈱（ともに別所町）が市から命名権を購入（3 年間
200 万円）、石油ストーブで有名な自社ブランドの「アラジン」
の名が付けられました。
　市は、新たな財源により安定した経営基盤を確立するため
現在、勤労者体育センター（玉野町）と市民グラウンド（北
条町西高室）の命名権も募集しています。

加西球場の新名称が「アラジンスタジアム」に決定

▲第 61 回国民体育大会の軟式野球競技が開催された同球場
（平成 18 年 10 月）

　北条鉄道は 4 月 1 日から電動自転車のレンタルを開始しました。
　この自転車は北条町駅のホームの屋根に設置した、ソーラー設備
を介して蓄えた電力を利用するもので、化石燃料を一切使わない独
立型のクリーンなシステムです。環境に対する市民意識を高めよう
と、加西市と三洋電機㈱が協働で行う事業です。
　電動自転車は、市民や観光客、ビジネスマンへ貸し出されていま
す。

エコな電動自転車、北条鉄道でレンタル開始

▲ 1 日 500 円で貸し出しされる北条鉄道の電動自転車

　加西市消防大会が 4 月 17 日に市民会館文化ホールで開催さ
れ、市内 12 分団から消防団員ら約 750 名が参加しました。
　新入団員への辞令交付、功績のあった方への表彰のほか、
火災・救急現場で初期消火・救護活動をされた方々に感謝状
が贈られました。
　自然災害などに備え、防災体制強化のためにも各町の自主
防災組織と行政の一層の連携が求められています。

平成23年度消防大会

▲新入団員 88 名が加わった加西市消防団
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（特別）児童扶養手当の額が変更（4月分から）
　（特別）児童扶養手当は、前年の消費者物価指数の上昇・下落に応じて、その翌年度の手当額を自動的に改定する物価
スライドが適用されています。
　今回、平成 22 年度の消費者物価指数の比率がマイナス 0.7％であったことから、平成 23 年 4 月分の
手当額からマイナス 0.4％の改定を行うことになりました。皆様のご理解をお願いいたします。
　平成 23 年 8 月 11 日支払い予定分（平成 23 年 4 月～ 7 月分）から改定されます。

■融資を受けることができる方（次の全てに該当）
・市内に自己の住宅を建築・購入・増改築しようとする方
・市内に 1 年以上居住している勤労者（事業主及び家族

従業員は除く）で、同一事業所に 1 年以上勤務。又は、
　市外在住の勤労者で、同一事業所に 3 年以上勤務して
　いる方

・20 歳以上 60 歳未満の方（ただし、完済時に 76 歳未満の方）
・市税を滞納していない方
・取扱金融機関の指定する保証機関の保証が受けられる方

■融資の内容
対象 住宅の建築・購入・増改築
限度額 2,000 万円以内
期間 35 年以内

利率 固定金利型　年 2.22％（H23.4.1 ～）
※ただし資金交付時の金利を適用。

取扱金融機関 近畿労働金庫北播支店

勤労者住宅資金融資のご案内
　加西市は、勤労者を対象に、住宅の建築・購入・増改築
に必要な資金融資のあっせんを行っています。

■対象者（次の全てに該当）
・市内に 1 年以上事業所を置く中小企業の方
・兵庫県信用保証協会の保証対象事業に該当する方

中小企業事業資金融資のご案内
　加西市は、市内中小企業の方へ事業資金融資のあっせんを行っ
ています。保証料及び利子の一部を市が負担します。

■融資の内容

資金使途
及び限度額

運転資金 800 万円以内 最高限度額
1,500 万円

設備資金 1,000 万円以内
公害除去資金 500 万円以内

融資利率 年 1.5％（ただし、0.4％を市が利子補給を行う。）

貸付期間
500 万円以内 5 年以内 据置期間は

6 ヶ月以内で可500 万円超 7 年以内

その他 兵庫県信用保証協会の保証要
( 保証料の 20％は市が負担）

■取扱金融機関
　但馬銀行加西支店
　みなと銀行加西支店
　姫路信用金庫加西支店
　播州信用金庫北条支店
　但陽信用金庫加西支店
　兵庫県信用組合加西支店

若者世帯の持家促進補助制度の申請受付を開始します
　少子化対策の一環として、新築もしくは築後 10 年以内
の住宅を取得した若者世帯へ最大 50 万円を補助します（1
回に限る）。

■対象者（次の全てに該当）
・自己の居住に供するため平成 21 年 6 月 1 日以降に土地

を購入後に住宅を新築、または平成 21 年 6 月 1 日以降
に土地と住宅（築後 10 年以内）を購入し、平成 23 年
度に当該建物が初めて固定資産税の課税対象となった方。
※ 3 親等内から土地もしくは建物を購入された方を除く

・本人もしくはその配偶者が 35 歳以下であること。
※年齢の算定は住宅が初めて固定資産税の課税対象となる

年の 1 月 1 日をもって行う

■助成金額
新築住宅 築後 10 年以内の住宅

市外からの転入者 50 万円
25 万円

市内在住者 25 万円

※定期借地権付住宅の場合は各半額

【問合先】　社会福祉課家庭児童支援担当☎㊷8709　℻㊸1801　fukushi@city.kasai.lg.jp

■児童扶養手当月額
区分 児童 1 人 児童 2 人 児童 3 人

手当月額
全部支給 41,550 円 46,550 円 49,550 円

一部支給 41,540 ～
9,810 円

46,540 ～
14,810 円

49,540 ～
17,810 円

※児童が 4 人以上のときは、1 人増えるごとに 3,000 円が加算されます。

■特別児童扶養手当
区分 1 級 2 級

手当月額 50,550 円 33,670 円

障害年金の加算範囲が拡大されました

【問合先】　加古川年金事務所☎0794-27-4743、市役所市民課☎㊷8722　℻㊸8045　shimin@city.kasai.lg.jp

　平成 23 年 4 月 1 日施行の「国民年金法等の一部を改正する法律」により、4 月 1 日から障害年金の加算の範囲が次の
通り拡大され、障害年金を受ける権利が発生した後に、生計を維持することになった配偶者や子がいる場合にも届出に
よって加算を行うことになりました。日本年金機構から案内が送付されていますので、該当者は申請してください。

■平成 23 年 3 月まで
　障害年金を受ける権利が発生した当時に、生計を維持している配偶者や 18 歳未満の子がいる場合で、障害等級が 1 級
または 2 級に該当する方に加算を行っていました。

　このたびの法律改正により、障害基礎年金の子加算の運用についても見直しが行われました。 
　これまで児童扶養手当は、障害基礎年金の子加算の対象である場合は支給されませんでしたが、平成 23 年 4 月以
降は、児童扶養手当の金額と障害年金の子の加算額で金額の高い方を受けることが出来るようになりました。

■平成 23 年 4 月から
　平成 23 年 3 月 31 日以前、受給権発生後に生計を維持する配偶者や子を有した場合は、4 月 1 日から加算の対象とな
ります。 
　平成 23 年 4 月 1 日以後で、受給権発生後に生計を維持する配偶者や子を有することとなった場合は、その事実が発生
した時点から加算の対象となります。

加算範囲拡大

【申込先】　ふるさと営業課☎㊷8715　℻㊸1802　furusato@city.kasai.lg.jp　※申請書は市ホームページに掲載しています

【問合先】　ふるさと営業課☎㊷8715　℻㊸1802　furusato@city.kasai.lg.jp

【問合先】　ふるさと営業課☎㊷8715　℻㊸1802　furusato@city.kasai.lg.jp

■市指定ごみ袋が変更になります
　5 月以降順次、加西市指定ごみ袋が次の通り変更になります。なお、これまでの旧ごみ
袋（黄色）も引き続きご使用いただけます。
変更点／ごみ袋の色が黄色半透明から深緑半透明に変更
問合先／資源リサイクル課☎㊷ 8719
※平成 23 年 4 月 1 日から、直通の電話番号が変更になっています。

■狂犬病予防注射を受けてください
犬の飼い主は、犬の登録と狂犬病予防注射が義務づけら
れています。対象は生後 90 日を経過した全ての犬。動物
病院で 6/30（木）までに予防注射の接種をお願いします。
※狂犬病予防注射のお知らせハガキが届いてい
れば、ハガキを動物病院に持参してください。
問合先／環境創造課☎㊷ 6620

深緑半透明

新しい市指定
ごみ袋の色

※配偶者の加算は障害厚生年金のみ。子供の加算は 18 歳未満の子のみ（子に障害がある場合は 20 歳未満）。

　児童扶養手当は、、父または母と生計を同じくしていない児童を養育しているひとり親家庭等の生活の安定と自立
を助けるために母（父）等に支給されます。父（母）がいても極めて重度の障害がある場合には支給されます。
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講座・イベント

北条町小谷城跡周辺で、森林保全活
動の講座を開催。講師は豊富な知識
の森林インストラクターが行います。
日程：6/19、6/26、7/3、7/17、
7/24　いずれも日曜 10:00 ～ 15:00
9 月から隔月（第 3 日曜）に、講習
終了生が中心となって作業予定。
集合：小谷公会堂（北条町小谷）
対象：市内在住、 在勤、 在学の 18
歳以上の方
定員：30 名　先着順
参加料：2,000 円（保険等）
申 込： 規 定 の 申 込 用 紙 で、 下 記 に
FAX 又は郵送。市ホームページでも
入手可
締切：5/27（金）まで
申込先：〒 675-2395（住所表記不要）
農政課☎㊷ 8741、℻㊸ 1802

森林ボランティア募集
「森のお手入れ入門」

中世 8　鎌倉時代の板碑・加西の悪
党澄海
今回は、「鎌倉時代に東国の御家人
によって持ち込まれた板碑文化とそ
の分布」、「加西に登場した悪党澄海
について」の二本立てで鎌倉時代末
期の加西を整理していきます。
日時：5/14（土）10:30 ～ 12:00
会場：アスティアかさい 3 階集会室
募集人員：会場にて先着 60 名
参加費：200 円※加西市史購入者は無料
問合先：市史編集室☎㊸ 0161

第24回加西市史を読む会

加西市さつき同好会の皆さんを中心
に丹精込めて育てた、さつき盆栽と
山野草を展示します。
日時：6/3（金）9:00 ～ 17:00
　　　6/4（土）9:00 ～ 17:00
　　　6/5（日）9:00 ～ 15:00
場所：アスティアかさい 3 階　交流
プラザ
※育てたさつき盆栽の
展 示 を ご 希 望 の 方 は、
5/20（金） ま で に 北 部
公民館へ。
※先着 100 名様に山野
草の苗をプレゼント！
問合先：北部公民館☎㊺ 0103

第43回　加西市さつき展

食生活改善推進員として、食生活を
中心とした健康づくりを目指し、栄
養・運動・休養について仲間と楽し
く学びます。
期間：6 ～ 12 月　原則第 1・3 水曜
日の午前
場所：社総合庁舎（加東市社）
対象者：家庭と地域の健康づくりに
実践意欲のある方（年齢・性別は不
問）　
費用：無料（テキスト代・調理実習
の材料費は実費負担）
募集人員：40 名程度
申込先：兵庫県加東健康福祉事務所
健康管理課☎ 0795-42-5111
※申込者へは開講約 1 週間前に案内
通知を送付します。

平成23年度いずみ会リーダー
養成講座

西横田町の神社や仏閣など昔懐かし
の風景を訪ねます。横田町地名の由
来は、甲州武田氏の遺臣・横田備中
守一族がこの地に来住し、開拓した
事に起因すると言われています。

（小雨決行・当日参加可）
日時：5/14（土）9:20 ～ 12:30
集合：観光案内所（北条町駅内）
コース：一般向き、往復約 5km
参 加 費：300 円（保険料等）、 運賃
別途必要
申込先：観光案内所☎㊷ 8823

ふるさと再発見ハイキング
横田路懐かしの風景探訪

基礎から始めます。お隣の韓国が近
くなり、世界がひろがります。
開催日時：6/2 から毎週木曜日
10:30 ～ 11:30
場所：北条鉄道の長駅
費用：一回 1,000 円
問合先：北条鉄道ボランティア駅長

（村上）☎ 090-7340-0888

駅ナカ韓国語講座（初級）

■アンディ先生のストリート・マジッ
ク＋イリュージョン

日時：6/25（土）
開演 18:00 ～
場所：市民会館文化ホール
入 場料：1,000 円（自由
席）、4 歳以下は無料、

当日 300 円増、友の会 10％引き
■マリさんのおしゃべりピアノコン
サート
あなたの町で熊本マリが奏でるショ
パンとリスト名曲の調べ。
日時：5/14（土）開演 15:00 ～
場所：市民会館文化ホール
入場料：全席指定 2,500 円
■吉本お笑いライブ in 加西
日時：7/3（日）開演 14:00 ～（予定）
場所：市民会館文化ホール
入場料：全席指定 3,500 円、
当日 500 円増、友の会会員 10％引
チケット発売日：5/21（土）、友の
会は 5/16（月）から
出演者：ペナルティ、フルーツポン
チ、矢野兵動他　計 6 組
チケット発売先：市民会館・地域交
流センター・各公民館ほか

上記問合先：市民会館☎㊸ 0160

市民会館からのお知らせ

■韓国展
韓国についての展示のほか、文化・
歴史を知るイベントを予定。
期間：5/14（土）～ 6/30（木）
■国立民俗学博物館みんぱっく「ソ
ウルスタイル　子供の一日」展
期間：5/14（土）～ 5/23（月）

上記場所：アスティアかさい 3 階　
地域交流センター内
上記問合先：地域交流センター
☎㊷ 0106

多文化共生センター「グロー
バルフレンズ」からのお知らせ

地元の旬の食材を使って、簡単メタ
ボ予防メニューに挑戦。国保健康課
栄養士による健康講座も。（全 6 回）
日時：初回 6/3（金）10:00 ～ 13:00
場所：市民会館 2 階料理教室
持ち物：エプロン、三角巾、タオル、
ふきん
参加費：3,000 円

（6 回分、材料費込み）
共催：加西市いずみ会、加西市
問合先：自治参画課☎㊷ 8706

初心者向け「男性料理教室」
これまで地域とのかかわりの少な
かった中高年の男性が、地域や家庭
に積極的に入っていくためには？ラ
イフスタイルの見直し講座。北部公
民 館 と 加 西 市（男 女 共 同 参 画 セ ン
ター）共催事業。（全 6 回）
■第 1 回「気持ちも、体も柔軟に！」
　第 1 部／講演「人生自分流！生き
　がい再発見」地域生活・家庭生活
　を考える
　講師：中村彰さん（とよなか男女
　共同参画推進センターすてっぷ館
　長）
　第 2 部／健康体操
　講師：前田恵津子さん（3B 体操
　指導者）
日時：5/29（日）14:00 ～ 16:00
場所：地域交流センター　集会室、
ライトスポーツスタジオ
受講料：300 円
定員：20 名
対象：中高年の男性
持ち物：運動用上履き（シューズ）、
タオル
問合先：北部公民館☎㊺ 0103　
男女共同参画センター☎㊷ 0105

がんばれ！おやじ講座

期間：5 ～ 7 月
コース（対象）：
英語／隔週火曜 19:30 ～ 20:30

（中学英語程度がわかる方）全 5 回
中国語／金曜 19:30 ～ 20:30

（初心者）全 10 回
韓国語会話入門／平日 10:00 ～ 11:00

（初心者）全 10 回
韓国語会話初級／平日 11:15 ～ 12:15

（学習経験者）全 10 回
ベトナム語／土曜 13:30 ～ 14:30

（初心者）全 10 回
スペイン語／水曜 19:30 ～ 20:30

（初心者）全 10 回
場所：地域交流センター交流室
定員：18 名（最少開講人数 5 名）
受講料：加西市国際交流協会会員
5,000 円　 非 会 員 8,000 円（ 英 語 は
会員 2,500 円　非会員 4,000 円）。
テキスト代は別途負担
問合先：地域交流センター
☎㊷ 0106

多文化共生センター「グローバ
ルフレンズ」語学教室（第1期）

自然とあそぼう！～五感を使ってあ
そび隊～（参加費無料）

「明石のはらくらぶ」のみなさんに自
然のおもしろさを教えてもらおう。
日時：5/15（日）13:00 ～ 15:00
受付 12:30
場所：いこいの村（雨天時体育館）
定員：20 組
持ち物：飲み物、汗拭き、帽子、運
動のしやすい服装
対象：小 学 校 6 年 生 ま で の 親 子 、
託児ボランティアに興味のある方、
ファミリーサポート協力会員・依頼会員
締切：5/12 ( 木 )
申込先：加西市ファミリーサポート
クラブ☎㊷ 0111

ファミサポなかよし交流会

■たのしみいっぱい
善防公民館の自主グループ「ゆうゆう」
を迎えて、手遊びなどを行います。
日時：5/20（金）11:00 ～ 12:00
■家庭教育講座①

「母親としてわが子に伝えたいもの」
日時：5/26（木）11:00 ～※託児あり
■ 3 歳さんおいでおいで！
対象児：H19.4 月～ H21.3 月生まれ
日時：毎週月曜日 13:30 ～ 14:30
■臨時休園のお知らせ
5 月 2 日（月）は園内清掃のため休園
≪まちの子育てひろば応援団≫
■すくすくひろば＋かんがるーひろば
お子さんの身体測定をします。
日時：5/17（火）10:30 ～ 11:30

上記問合先：ねひめキッズ☎㊷ 5710

ねひめキッズからのお知らせ

恒例の真夏に行う雪合戦。今年は女
子の部を新設しました。※雨天決行
日時：7/31（日）9:00 ～ 19:45
会場：アクアス加西（西上野町）
募集チーム数：
ジュニア（小学生）の部 16 チーム（男
女混成チーム可）
レディース（女子のみ）の部 6 チー
ム（小学生のみのチームも可）
一般（中学生以上）の部 18 チーム（男
女混成チーム可）
※ 1 チーム 7 名以上 10 名以内（監督
1 名含む）競技できるのは 7 名。監督
が競技者を兼ねる事は可
参加費（1 チーム）：
ジュニアの部 1,000 円
レ デ ィ ー ス の 部 小 学 生 の み 1,000
円、女子 5,000 円
一般の部 10,000 円
申込：申込書別途あり（チラシ、も
しくは商工会議所ホームページから）
申込受付：5/10（火）10:00 から
6/8（水）17:00 まで。先着順
問合先：加西商工会議所青年部
☎㊷ 0416　℻㊸ 1123

第6回真夏の雪合戦加西大会
参加チーム募集

絵本から見る地域活動
「あなたの町は元気ですか」

講師：尾崎美紀さん（童話作家）
日時：6/6（月）10:00 ～ 11:30
場所：南部公民館
参加：無料　要申込み
申込先：南部公民館☎㊾ 0041

南部かしの木学園公開講座
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くらし

会議は傍聴も可能ですので、規則に
基づいて傍聴してください。
日時：5/27（金）13:30 ～
場所：市役所 5 階（大）会議室
問合先：教育総務課☎㊷ 8770

加西市第5回定例教育委員会

募　集

介護サービス利用者の
声を聞き、サービス提
供 事 業 者 に そ の 思 い
を つ な げ る 橋 渡 し 役

「あったか介護相談員」の養成研修
です。
日時：5/26（木）、27（金）
10:00 ～ 16:00
内容：介護相談員の意義と役割、介
護保険制度、高齢者の身体的・精神
的特徴、認知症の理解・接し方、利
用者の権利擁護について等を研修。
※実際の活動は月 2 回（1 回 2 時間程
度）、活動費として交通費程度を支給。
申込期限：5/16（月）
申込先：長寿介護課☎㊷ 8788

「あったか介護相談員養成研修」
受講者募集

現在、普通徴収（納付書または口座
振替）により介護保険料を納付され
ている方で、次に該当する方は、介
護保険料の特別徴収（年金からの天
引き）が、6 月支給の年金からスター
トします。該当者には、5 月中旬に
お知らせの文書を送付します。
■特別徴収に移行する方
平成 22 年 10 月または 11 月に、次
のいずれかに該当し、年額 18 万円
以上の老齢（退職）年金、障害年金、
または遺族年金を受給されている方

・65 歳以上で、年金給付を新たに
受けられた方

・年金給付を受けている方で、65
歳になられた方

・市内に転入の届出を行った 65 歳
以上の方

問合先：長寿介護課☎㊷ 8788

65歳以上の方の介護保険料
について「話しことばが少ない」「一生懸命話

しているけれど、何を話しているか
わかりにくい」など、ことばの発達
が気になる子供の個別相談を下記の
とおり実施します。電話で予約して
ください。
対象児童：2・3 歳児
相談日：6/20（月）、9/26（月）、
12/19（月）、H24.2/27（月）
相談時間：4 つの時間帯で１時間程
度、言語聴覚士による相談を実施。
① 13:15 ～、② 14:15 ～、③ 15:15 ～、
④ 16:15 ～
場所：加西市健康福祉会館　
問合先：社会福祉課児童療育室
☎㊷ 6704

2・3歳児ことばの相談日

赤十字は、多くの苦しむ人々が笑顔
を取り戻せるように、国の内外で人
道的活動を展開しています。赤十字
の活動は、皆様からお寄せいただく
寄付金等により支えられています。
赤十字の活動にご理解いただき、活
動資金へのご協力をお願いします。

■日本赤十字社「東北関東大震災義
援金」の受付について
専用受付口座が開設されました。
受付期間：9/30（金）まで
受付口座：郵便振替／ 00140-8-507

名義／日本赤十字社　
東日本大震災義援金

※詳しくは日本赤十字社兵庫県支部
ホームページ及び下記までご確認く
ださい

問合先：社会福祉課☎㊷ 8724、
日本赤十字社兵庫県支部振興課
☎ 078-241-8921

5月は赤十字運動月間です

一度保育所に来てみませんか。
日時・場所：10:00 ～ 11:30
6/14（火）北条南保育所
対象：在宅育児中の保護者と子ども
費用：傷害保険料として参加者一人
あたり 50 円
申込先：北条南保育所☎㊷ 3162

保育所であそぼう
参加者募集

イオン加西北条店 1 階、薬売場内に
「病気予防の相談コーナー」が 4 月

から開設。看護師資格を持つ相談員
が、相談に応じます。
相談日：毎週火・水・土曜日
11:00 ～ 16:00
相談内容：病気の予防・ご自身やご
家族の健康相談。健診に関する情報
提供等
運営事務局：㈱ジャパン・カウンセ
ラーズ
問合先：国保健康課☎㊷ 8723
※市の町ぐるみ健診申込書もあります。

病気予防相談コーナー（無料）
が開設

食生活・運動についての相談や健診
結果の見方など健康に関する相談を
医師・保健師・管理栄養士・運動指
導員が受け、生活習慣の改善を一緒
にサポートします。（予約制）
日程：受付時間 13:00 ～ 14:00
5/25、6/29、7/27、8/31、9/28、
10/26、11/30、12/21、H24.1/25、
H24.2/29、H24.3/28　毎回水曜日
予約先：健康増進センター
☎㊷ 3621

スマイル健康相談（無料）

献血基準が一部変わりました。
■ 400ml 献血
男性に限り、献血可能な方の年齢を

「18 歳」から「17 歳」に引き下げる。
採血基準方法を血液比重から血色素
量に変更する。
■血小板成分献血
献血可能年齢の上限を「54 歳」か
ら「69 歳」に引き上げる。
※ 65 歳から 69 歳までの方について
は、60 歳から 64 歳までの間に献血の
経験がある方に限る。

この時期は、気候の変化などにより
体調を崩しやすく、献血協力者が減
少します。安全な血液製剤を安定的
に確保するため皆様のご協力をお願
いいたします。
※ご本人の確認のため、運転免許証
などの提示をお願いすることがあり
ます。
問合先：国保健康課☎㊷ 8723

献血は身近にできるボランティア

請求期限が 2 年延長され、平成 25
年 3 月 31 日までとなりました。
先の大戦において、外地等（事変地の
区域又は戦地の区域）に派遣され戦
時衛生勤務に従事された、旧日本赤
十字社救護看護婦及び旧陸海軍従軍
看護婦の方（慰労給付金受給者は除く）
に対して、その御苦労に報いるため内
閣総理大臣の書状を贈呈します。詳し
くはお問い合わせください。
問合先：総務省大臣官房総務課管理
室☎ 03-5253-5182

内閣総理大臣名の書状を贈呈
します

個人事業者 2 日間コース
日時：7/26（火）・27（水）
10:00 ～ 16:30
場所：社納税協会 2 階会議室
定員：14 人（先着順）
受 講 料：社納税協会会員 2,000 円、
非会員 8,000 円（テキスト代含む）
申込先：社納税協会
☎ 0795-42-0360　℻ 0795-42-4449

パソコン会計教室

日 時：5/18、5/25、6/1 毎 週 水 曜 3
回 19:30 ～ 21:30
場所：北条中学校体育館
参加費：無料
主催：スポーツクラブ21 北条・北条東
問合先：事務局（福和）
☎ 090-8468-8024

バウンドテニス体験教室

経営思想家ドラッカーの著作から、
仕事や学業，日常生活に役立つ項目
について解説。受講料無料
日時：6/18（土）13:30 ～ 16:30
場所：加東市滝野文化会館
講師：兵庫教育大学大学院教授　淺
野良一
申込締切：6/8（水）まで
申込先：経営戦略室☎㊷ 8700

兵庫教育大学との連携講座
ドラッカーに学ぶマネジメント入門

対象者：8月1日以降も医療受給者証
の継続交付を希望される、平成23年
8月1日時点で満20歳未満の方。引き
続いて一定の医学的基準を満たす方
が対象。詳しくは主治医にご相談下
さい。
受付期間：5/2（月）～ 6/30（木）
9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:30
※土日祝除く
提出書類：更新交付申請書、医療意
見書（診断書）、世帯全員の住民票な
ど※申請書類は県加東健康福祉事務
所から対象者宅へ郵送しています。
問合先：加東健康福祉事務所地域保
健課☎0795-42-5111

平成23年度小児慢性特定疾患
「医療受給者証」更新交付申請

行政相談委員は、国の仕事等に関す
る苦情や意見などを受付け、その改
善を図るために活動される方です。
次の 2 名が 4 月 1 日付けで総務大臣
から新たに委嘱されました。
行政相談委員：塩河信昭さん
　　　　　　　高瀬美鈴さん
※ 行 政 相 談 の 日 程 等 は 19 頁 の 相 談
コーナーをご覧ください。
問合先：市民相談室 ☎㊷ 8739

新しい行政相談委員

兵庫県は、5 月を宅地防災月間とし
て、 宅 地 の 災 害 防 止 意 識 の 向 上 を
図っています。梅雨の大雨は、がけ
崩れや土砂流出等の災害をもたら
し、尊い生命や財産を失う恐れがあ
ります。災害を未然に防止するため、
宅地の点検をしましょう。
問合先：都市計画課☎㊷ 8753

梅雨が来る前に点検を

日 時：5 ～ 7 月（10 回 開 催 ） 毎 週
月曜日 10:00 ～ 12:00
場所：加西勤労者体育センター
募集定員：約 30 名
参加費：1 人 300 円
登録料：1 人 300 円（初回申込時のみ）
申込：当日申込（随時参加も可）
持ち物：ラケット、シューズ、ゼッ
ケン 1 枚（名前記入）
主催：加西市指定管理者㈱ホープ
問合先：加西勤労者体育センター
☎㊼ 1420（水曜日定休日）

卓球教室

日吉神社の境内を借り切った、東北関
東大震災を支援するお祭り。ものまね
芸人・リレーライブ・屋台も満載。
日時：6/5（日）11:00 ～ 15:00
場所：日吉神社（池上町）
参加費：無料
問合先：MORE 地球家族（阿部）
☎ 090-1593-2195

震災支援「ハチドリまつり」

地域商店からご提供
頂いた品々、日曜雑貨
品を揃えました。綿菓
子やかぶと虫の幼虫
販売などもあります。
※買い物袋持参にご協力ください。
日時：5/28（土）11:00 ～ 12:00
場所：北条幼稚園
問合先：北条幼稚園☎㊷ 0420

北条幼稚園PTA バザー



■人権相談（人権問題に係る相談）☎㊷8727
日時：5/10（火）　10:00 ～ 12:00、13:30 ～ 15:30
場所：市民会館（午前・午後）、地域交流センター（午後）
■人権擁護委員による人権相談所　☎0795㊷0201
日時：毎週木曜日（休日を除く）　9:00 ～ 16:00
場所：神戸地方法務局社支局
■心配ごと・法律相談・身体障害者福祉相談　☎㊸0303
日時：5/26（木）　9:00 ～ 11:00
場所：健康福祉会館　※法律相談は受付10名まで
■心配ごと相談・身体障害者福祉相談　☎㊸0303
日時：5/12（木）　13:30 ～ 16:00
場所：健康福祉会館
■行政相談（行政に係る諸問題）☎㊷8739
日時：5/26（木）　13:30 ～ 15:30
場所：アスティアかさい3階ワークルーム
■市民相談（市民の日常生活上の諸問題）☎㊷8739
日時：月～金曜日　9:00 ～ 16:30
場所：アスティアかさい3階市民相談室
■消費生活相談（商品購入に関するトラブル等）☎㊷8739
日時：月火木金　9:00 ～ 16:30
場所：アスティアかさい3階市民相談室
■教育相談（いじめ・不登校、子どもの教育の悩み等）☎㊷3723
日時：月～金曜日　9:00 ～ 17:00
場所：総合教育センター
■療育・養育相談（0 ～ 18歳までの子をもつ保護者対象）☎㊷6704
日時：月～金曜日　9:00 ～ 16:00
場所：健康福祉会館 家庭児童相談室
■母子・女性・DV 相談（母子家庭等に関する相談）☎㊷8709
日時：月～金曜日　8:30 ～ 17:15
場所：市役所1階社会福祉課
■児童虐待・養育相談　☎㊷8709
日時：月～金曜日　8:30 ～ 17:15
場所：市役所1階社会福祉課
■すくすく子育て相談（子の発育や育児の健康）☎㊷8723
日時：月～金曜日　8:30 ～ 17:00
場所：市役所1階国保健康課
■高齢者に関する相談（高齢者の介護・医療・保健等）☎㊷7522
日時：月～金曜日　8:30 ～ 17:00
場所：市役所2階地域包括支援センター
■ボランティア相談　☎㊸8133
日時：5/12（木）、6/2（木）　13:30 ～ 15:30
場所：健康福祉会館ふれあいの間１
■税理士による無料税務相談　☎0795-48-2055
日時：6/2（木）　13:00 ～ 16:00
場所：市役所5階小会議室
■エイズ・肝炎ウィルス検査・相談　☎0795㊷9365
日時：5/2（月）、5/16（月）、6/6（月）　13:30 ～ 14:30
場所：加東健康福祉事務所　※予約制、匿名、原則無料
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相　談 お  く  や  み

敬称略。3月21日～ 4月20日届出・掲載承諾分

死亡者 年齢 喪主 町名

内藤三千代 79 内藤喜愽 満久町
齋藤ちづ子 91 齋藤倫政 畑町
山本豊子 59 奧山和敏 北条町西高室
小川孝子 81 小川和孝 田谷町
竹内敏郎 82 竹内　健 下道山町
古田美代 89 古田　充 東長町
國田行雄 86 國田幸治 上万願寺町
黒川京子 82 黒川　勇 北条町東南
柿本邦雄 63 柿本哲也 鶉野町
棟葊健一郎 76 棟葊佐千子 上万願寺町
金鹿フサヱ 94 金鹿正孝 窪田町
木下あさ子 92 木下一司 畑町
大豊　暢 84 大豊康臣 上万願寺町
堀尾輝一 91 堀尾　武 福居町
内藤公夫 83 内藤康博 鴨谷町
東郷照治 91 東郷照男 北条町本町
長谷川　桂 62 長谷川朋仁　 北条町江ノ木
堀上梶男 82 武田貴美子 網引町
玉田洋子 54 筧　和人 鎮岩町
坂本ひさゑ 87 坂本　正 島町
西脇芳夫 80 西脇信行 河内町
西脇文雄 76 西脇美智代 北条町栗田
亀田昭義 71 亀田邦江 繁昌町
坂本美喜雄 75 坂本キヌ子 島町
髙見照夫 77 高見昭夫 戸田井町
佐野みつる 92 髙﨑孝司 中富町
馬場已一郎 81 馬場勝英 下万願寺町
森本　綠 87 森本達矢 北条町笠屋
栗山金子 90 栗山博之 段下町
常峰　勝 89 常峰　朗 小印南町
岡田　勲 78 岡田洋一 青野町
瀬戸克彦 68 瀬戸康史 上野町
小林正子 90 小林正一 新生町
世良田　博 50 世良田紘平 殿原町
大西玉枝 85 大西洋文 殿原町
立脇すがの 98 立脇熙敏 上芥田町
水谷しげの 90 水谷元一 和泉町

※市外で死亡届を提出された方で「おくやみ」に掲載を
希望される方は、経営戦略室（☎㊷8700）までご連絡
ください。

休 日 当 直 医

※診察時間は、9:00 から 17:00 まで。
※当直医日程は変更になる場合がありますので、必ず病院に電話確認して
下さい。加西消防署（☎㊷ 0119）で確認することもできます。

■ 2 か月児（先天性股関節脱臼）健診 
日時：5/23（月）13:00 ～ 13:45
対象：平成 23 年 3 月生まれの乳児
■ 4 か月児健診
日時：5/10（火）13:00 ～ 13:45
対象：平成 22 年 12 月生まれの乳児
■ 1 歳 6 か月健診 
日時：5/17（火）13:00 ～ 13:45
対象：平成 21 年 11 月生まれの幼児
■ 2 歳児教室
日時：5/25（水）13:00 ～ 13:15、

14:00 ～ 14:15  
対象：平成 21 年 5 月生まれの幼児
■ 3 歳児健診
日時：5/24（火）13:00 ～ 13:45 
対象：平成 20 年 3 月生まれの幼児
■乳幼児保健相談
日時：5/26（木）13:00 ～ 13:30 
対象：希望者
■離乳食講習会初期（予約制）
日時：5/20（金）13:00 ～ 13:30  
対象：4 ～ 6 か月の乳児の保護者
定員：10 名
※実習用エプロンをご持参ください。
■プレママ教室（予約制）  
日時：パート① 5/12（木）、パート
② 6/3（金）13:00 ～ 13:30
対象：妊娠 5 か月以降のママ、育
児協力者 

検診実施場所：健康増進センター

★健診日にお子様の体調等でご都合
の悪い方は、ご連絡ください。
★健診・相談には必ず母子健康手帳
をお持ちください。

乳 幼 児 健 診

上記問合先：国保健康課☎㊷8723

■母子健康手帳の交付申請
【印鑑、妊娠届出書（産院でもらった方のみ）】

■妊婦健康診査費の助成申請
【印鑑、市内に住民票があることが確

認 で き る 書 類（ 免 許 証 等 ） を 持 参。
母子健康手帳交付時にも申請可】
対象：妊婦
受付時間：開庁日の 8:30 ～ 17:15
申請場所：国保健康課（市役所 1 階）

5 月 1 日（日）　あさじ医院　		  　☎㊹ 0225（若井町）　　　　
5 月 3 日（火）　佐竹医院　		  　☎㊷ 4057（北条町）
5 月 4 日（水）　米田病院　		  　☎㊽ 3591（尾崎町）　　　　
5 月 5 日（木）　横田内科医院　	 　☎㊷ 5715（北条町）
5 月 8 日（日）　坂部整形外科　	 　☎㊸ 1444（北条町）　　　　
5 月 15 日（日）　大杉内科医院　	 　☎㊼ 0023（別府町）
5 月 22 日（日）　荒木医院　		  　☎㊸ 9711（北条町）　　　　
5 月 29 日（日）　おりた外科胃腸科医院	 　☎㊷ 6000（北条町）
6 月 5 日（日）　つつみ神経内科　	 　☎㊺ 2050（野上町）　　　　

加西市社会福祉協議会は、9 月の敬
老月間記念行事として、市内在住の
高齢者夫婦を対象に記念撮影を行い
ます。記念写真は額に入れて贈呈。
日時：7/27（水）～ 29（金）
※撮影日は 3 日間のいずれかの 1 日
です。 撮影の日程については、 ご要
望にお応えしかねます。
対 象 者： 今 年 夫 婦 の 数 え 年 の 合 計
159 歳又は 160 歳
※過去に撮影された方は対象外です。
撮影：栄光社 宮本久雄氏（ボラン
ティア）
撮影料：無料
申込期限：5/2（月）～ 6/17（金）
※既に協力団体の加西市老人クラブ
連合会を通じて申し込みされている
方は、重複しますので申し込みの必
要はありません。
申込先：加西市社会福祉協議会
☎㊸ 8133　℻㊷ 6658

高齢者夫婦記念撮影
希望者受付中

ボーイスカウト加西第 1 団
では、隊員を新規募集します。
募集対象：
ビーバー隊（小 1 ～小 2）
カブ隊（小 3 ～小 5）
ボーイ隊（小 6 ～中 3）
ベンチャー隊（高 1 ～ 20 歳未満）
リーダー（20 歳以上）
※女子も参加できます
費用：入団費　1 人 3,000 円
　　　隊費　月額 1,000 円 /1 人
　　　団費　月額 500 円 /1 世帯
※ 兄 弟 3 人 目 以 降 は 登 録 費（ 年 間
3,000 円）のみ。
主な活動内容：ハイキング、キャン
プ、他の地域のボーイスカウトとの
交流会、スキーなど
※その他詳細はお問い合わせくださ
い。
問合先：団委員長  山田ゆかり
☎ 0795-48-0858

ボーイスカウト加西第1団
新規隊員大募集

地域団体活動の活性化や魅力ある北播磨づくりをめざして、地域団体等が
連携を図りながら “絆” を深め、主体的に取り組む活動に対して、経費の一
部を助成します。応募方法など、詳細は下記までお問い合せ下さい。
募集期間：5/20（金）まで
対象事業：平成23年度に新たに実施する地域づくりを目的とした事業
助成金額：1件あたり上限50万円以内
問合先：こころ豊かな美しい北播磨推進会議（北播磨県民局内）☎0795-42-9350

平成23年度北播磨地域づくり活動応援事業　実施団体募集
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● 加西市ホームページ　http : //www . city . kasai . hyogo . jp

● 加西市の市外局番は 0790 です。誌面では省略しています。

KASAI データバンク
H23.3.31 現在（前月比）

人口／ 47,733（－ 98）
3 月の出生数／ 20 人

男／ 23,267（－ 45）
死亡数／ 43 人

女／ 24,466（－ 53） 世帯数／ 16,961（＋ 16）｜ ｜ ｜

　市外に住まれている加西市出身の方、加西市にゆかりのある方、加西を訪れ加
西ファンになった方、ふるさと納税（ご寄付）をお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問合先  財政課☎ 0790 ㊷ 8710

ふるさと納税は加西市に

「加西・鶉野飛行場跡」ガイドブックができました

【問合・申込先】　〒675-2395（住所表記不要）加西市教育委員会自己実現サポート課☎㊷8775

　加西市教育委員会は、鶉野飛行場跡に関する歴史遺産の調査を神戸大学と共同研
究で進めてきました。この度、その研究成果をまとめたガイドブックが完成しました。
　本書では、旧姫路海軍航空隊基地や紫電改を製作していた川西航空機工場の概要
図などのほか、域内に点在する防空壕や機銃座などをカラー写真を交えて紹介して
います。今に残された貴重な戦争遺産の記録集となっています。
　下記場所で無料配布していますので、ぜひご活用ください。

■配布場所／自己実現サポート課（市役所 6 階）、ふるさと営業課（市役所 4 階）
　　　　　　市内各公民館、地域交流センター、加西市立図書館
　　　　　　加西市観光案内所

　なお、郵送希望の場合は、返送先を明記し、180 円分の切手を同封の上、下記ま
でお申し込みください。

【問合先】　自己実現サポート課☎㊷8775　℻㊸1803　koryu@city.kasai.lg.jp

加西市指定文化財に指定

指定理由／鎮岩町の霊泉「潮井」にち
なむ潮湧山宝泉寺大日堂の本尊であ
り、等身を超える像です。平安時代後
期の当地での制作と考えられ、当市に
おける優品です。

　加西市教育委員会は 3 月 25 日、次の 3 件を市指定文化財として指定しました。この結果、市指定文化財は、当該 3 件（彫
刻 2 件、考古 1 件）を新たに指定したことで 46 件となりました。

A5 サイズ、フルカラー 50 頁

所在地／宝泉寺大日
堂（鎮岩町）
像高 104.7cm 所在地／加西市埋蔵

文化財整理室（北条
町古坂）

所在地／宝泉寺
大日堂（鎮岩町）

左　多聞天像
像高 155.6cm

右　持国天像
像高 158.4cm

指定理由／宝泉寺大日堂の本尊の左右
に安置される二天立像です。ほぼ等身
の堂々たる武装形です。多聞天像は鎌
倉時代、持国天像は平安時代後期に制
作されたと考えられています。

指定理由／亀山古墳埋葬施設内の副葬
品埋納施設から出土した鉄鏃、農耕具
等の一括遺物です。古墳時代中期（5
世紀）の副葬品の状況が明らかになっ
た全国的にも貴重な資料です。

■阿弥陀如来坐像 ■二天立像 ■亀山古墳副葬
品埋納施設出土
遺物

梨の花（鎮岩町）


